
平成 22 年 11 月 8 日

各　　位

会 社 名 日立工機株式会社

代 表 者 名 取締役社長　加藤　清

（コード番号 ６５８１　東証・大証１部）

問 合 せ 先 広報室長　吉成　雅人

(TEL.03‐5783‐0601)

（訂正）「平成 22 年 3 月期　第１四半期決算短信」の一部訂正について

当社は、平成 22 年 11 月 1 日付「当社連結子会社の不適切な取引および会計処理に関する調査結果等

について」において、過年度決算の訂正につきましては、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいた

しました。このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので下記のとおりご報告いたします。

訂正個所を含むページについては訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正個所には　　　　　（アン

ダーライン）を付して表示しております。

記

１．訂正を行う決算短信

　　　決算期　平成 22 年 3 月期　第１四半期決算短信

　　　発表日　平成 21 年７月 27 日

２．訂正の理由

　　　当社連結子会社において不適切な取引および会計処理があったため。

　　　詳細は、平成 22 年 11 月 1 日付「当社連結子会社における不適切な会計処理に関する調査結果等

　　について」をご参照ください。

以　上
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【訂正前】（1 ページ）

平成 22 年 3 月期  第 1 四半期決算短信

平成 21 年 7 月 27 日
　　　　
上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所　東 大
コード番号 6581　　　 URL　http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名）取締役社長　　　　　　　　　　　（氏名）小西  康之

問合せ先責任者 （役職名）総務本部　広報室長              （氏名）山崎  晋吾        TEL 03ー5783 ー0601
四半期報告書提出予定日 　平成 21 年 8 月 10 日  配当支払開始予定日　　　　　平成 21 年 8 月 28 日

（百万円未満切捨て）

１．平成 22 年 3 月期第 1 四半期の連結業績（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 6 月 30 日）
(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22 年 3 月期第 1 四半期 28,287 △30.7 851 △84.1 879 △83.7 253 △93.0
21 年 3 月期第 1 四半期 40,834 － 5,345 － 5,409 － 3,602 －

１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

22 年 3 月期第 1 四半期 2.50 2.50
21 年 3 月期第 1 四半期 35.54 35.53

(2)　連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22 年 3 月期第 1 四半期 152,665 113,356 73.6 1,108.36
21 年 3 月期 152,553 112,275 73.0 1,097.81

（参考）自己資本 22 年 3 月期第 1 四半期 112,376 百万円 21 年 3 月期 111,303 百万円

２．配当の状況

１株当たり配当金
（基準日） 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計

　円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21 年 3 月期 11.00 13.00 11.00 6.00 41.00

22 年 3 月期 6.00
22 年 3 月期
（予想）

6.00 6.00 6.00 24.00

（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無
21 年 3 月期 第 2 四半期末配当金の内訳 普通配当 11 円 00 銭、記念配当 2 円 00 銭

　　　　　　　

３．平成 22 年 3 月期の連結業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）
（％表示は通期は対前期、第 2 四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第 2 四半期
連結累計期間

68,300 △18.9 3,500 △67.9 3,200 △68.0 2,100 △69.3 20.71

通期 143,000 0.7 8,000 △34.5 7,500 △25.1 5,000 △0.7 49.32

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　無
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【訂正後】（1 ページ）

平成 22 年 3 月期  第 1 四半期決算短信

平成 21 年 7 月 27 日
　　　　
上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所　東 大
コード番号 6581　　　 URL　http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名）取締役社長　　　　　　　　　　　（氏名）小西  康之

問合せ先責任者 （役職名）総務本部　広報室長              （氏名）山崎  晋吾        TEL 03ー5783 ー0601
四半期報告書提出予定日 　平成 21 年 8 月 10 日  配当支払開始予定日　　　　　平成 21 年 8 月 28 日

（百万円未満切捨て）

１．平成 22 年 3 月期第 1 四半期の連結業績（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 6 月 30 日）
(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22 年 3 月期第 1 四半期 27,177 △32.0 502 △90.0 530 △89.6 △106 －

21 年 3 月期第 1 四半期 39,934 － 5,042 － 5,106 － 3,279 －

１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

22 年 3 月期第 1 四半期 △1.05 －

21 年 3 月期第 1 四半期 32.35 32.34

(2)　連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22 年 3 月期第 1 四半期 150,135 109,621 72.4 1,071.52
21 年 3 月期 149,675 109,036 72.2 1,065.85

（参考）自己資本 22 年 3 月期第 1 四半期 108,642 百万円 21 年 3 月期 108,063 百万円

２．配当の状況

１株当たり配当金
（基準日） 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計

　円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21 年 3 月期 11.00 13.00 11.00 6.00 41.00

22 年 3 月期 6.00
22 年 3 月期
（予想）

6.00 6.00 6.00 24.00

（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無
21 年 3 月期 第 2 四半期末配当金の内訳 普通配当 11 円 00 銭、記念配当 2 円 00 銭

　　　　　　　

３．平成 22 年 3 月期の連結業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）
（％表示は通期は対前期、第 2 四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第 2 四半期
連結累計期間

68,300 △17.3 3,500 △65.5 3,200 △65.5 2,100 △64.0 20.71

通期 143,000 2.7 8,000 △27.9 7,500 △15.6 5,000 41.6 49.32

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　無
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 当第１四半期の売上高は、新規販路の開拓や新興国などへの拡販に努めたものの、世界的な景気悪化の影響を受け

引き続き厳しい経営環境であったことから、２８２億８千７百万円（前年同期比３１％減）となりました。なお、こ

れを四半期単位でみますと、２四半期続けて減少していた売上高は下げ止まり、前四半期（平成２１年３月期第４四

半期）比で増加に転じました。 

  利益面においては、前年同期に比べ売上高が大幅に減少したことに加え、為替も年明け以降円安に推移してきた

ものの依然として円高水準にあることから、営業利益８億５千１百万円（前年同期比８４％減）、経常利益８億７千

９百万円（同８４％減）、四半期純利益２億５千３百万円（同９３％減）となりました。なお、四半期単位では、営

業利益、経常利益、四半期純利益いずれも前四半期比で改善の傾向を示しました。 

  ［セグメント別状況］ 

  ①電動工具事業 

   日本においては、販売体制の強化を図りつつ戦略製品であるエンジン工具や高圧コンプレッサーなどの拡販に努め

  たものの、住宅投資や設備投資の大幅な減少の影響を受け、売上高は前年同期比１７％の減少となりました。 

   北米地域においては、ホームセンタールートの強化やコードレス工具の拡販などに努めたものの、景気後退の長期

  化や依然として続く住宅投資低迷の影響を受け、売上高は前年同期比３０％の減少となりました。 

   欧州地域においては、大手ホームセンターや大手広域販売店との取引が進んだものの、ロシア・東欧などで経済情

  勢が著しく悪化した影響を受け、さらには前年同期に比べ為替が大幅に円高に推移したことから、売上高は前年同期

  比４１％の減少となりました。 

   アジア、その他の地域においては、新規販路の開拓や市場価格適応品の拡販に努めたものの、景気後退や新興国の

  成長鈍化などの影響により、売上高は前年同期比３１％の減少となりました。 

   その結果当事業の業績は、売上高２７０億６千５百万円（前年同期比３１％減）、営業利益５億２千３百万円（同

  ８９％減）となりました。 

  ②ライフサイエンス機器事業 

   日本においては、不況下で限られた商機を巡り競争が激化する中、買い替え促進を図るなどの需要掘り起こしに注

  力し、海外においては、アジアの新興国に対して積極的な営業活動を展開したものの、欧米で市場が大きく冷え込 

  み、厳しい事業環境となりました。 

   その結果当事業の業績は、売上高１２億２千２百万円（前年同期比１１％減）、営業利益３億２千８百万円（同 

  １３％減）となりましたが、営業利益率は依然高水準を維持しました。 

  

  

 ２．連結財政状態に関する定性的情報  

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期末における総資産は、１,５２６億６千５百万円であり、前連結会計年度末に比べて１億１千１百万

円の増加となりました。このうち、流動資産は１,１７０億円となり、５億７千４百万円増加しました。これは主

に、営業活動によるキャッシュ・フローの改善により預け金が増加したことによるものです。 

 負債は、３９３億８百万円であり、９億６千８百万円減少しました。これは主に、生産減により支払手形及び買掛

金が減少したことによるものです。 

 純資産は、１,１３３億５千６百万円であり、１０億８千万円増加しました。これは主に、為替変動により為替換

算調整勘定が増加したことによるものです。 

(2)キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュフローについては、仕入債務の減少２９億９千６百万円などがあったものの、売上債権

の減少１４億７千３百万円、棚卸資産の減少１３億５千１百万円などにより、１７億７千万円の収入となりました。

 投資活動によるキャッシュフローについては、設備投資などにより、２億７千２百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローについては、配当金６億１千２百万円の支払などがあったものの、短期借入金の

増加６億８千３百万円などにより、３千８百万円の収入となりました。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年度末残高から１９億７千７百万円増加し、１８６億６千

６百万円となりました。 

  

  

 ３．連結業績予想に関する定性的情報  

  当面の経済環境をみますと、世界同時不況の中、各国政府のとった景気対策の効果により、一部地域でようやく

回復の兆しが見え始めたところが出てまいりました。しかしながら、この景気回復傾向が広い地域で本格化するのに

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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定性的情報・財務諸表等 

 １．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の売上高は、新規販路の開拓や新興国などへの拡販に努めたものの、世界的な景気悪化の影響を受け

引き続き厳しい経営環境であったことから、２７１億７千７百万円（前年同期比３２％減）となりました。なお、こ

れを四半期単位でみますと、２四半期続けて減少していた売上高は下げ止まり、前四半期（平成２１年３月期第４四

半期）比で増加に転じました。 

  利益面においては、前年同期に比べ売上高が大幅に減少したことに加え、為替も年明け以降円安に推移してきた

ものの依然として円高水準にあることから、営業利益５億２百万円（前年同期比９０％減）、経常利益５億３千万円

（同９０％減）、四半期純損失１億６百万円となりました。なお、四半期単位では、営業利益、経常利益、四半期純

利益いずれも前四半期比で改善の傾向を示しました。 

  ［セグメント別状況］ 

  ①電動工具事業 

   日本においては、販売体制の強化を図りつつ戦略製品であるエンジン工具や高圧コンプレッサーなどの拡販に努め

  たものの、住宅投資や設備投資の大幅な減少の影響を受け、売上高は前年同期比１７％の減少となりました。 

   北米地域においては、ホームセンタールートの強化やコードレス工具の拡販などに努めたものの、景気後退の長期

  化や依然として続く住宅投資低迷の影響を受け、売上高は前年同期比３０％の減少となりました。 

   欧州地域においては、大手ホームセンターや大手広域販売店との取引が進んだものの、ロシア・東欧などで経済情

  勢が著しく悪化した影響を受け、さらには前年同期に比べ為替が大幅に円高に推移したことから、売上高は前年同期

  比４５％の減少となりました。 

   アジア、その他の地域においては、新規販路の開拓や市場価格適応品の拡販に努めたものの、景気後退や新興国の

  成長鈍化などの影響により、売上高は前年同期比２９％の減少となりました。 

   その結果当事業の業績は、売上高２５９億５千５百万円（前年同期比３３％減）、営業利益１億７千４百万円（同

  ９６％減）となりました。 

  ②ライフサイエンス機器事業 

   日本においては、不況下で限られた商機を巡り競争が激化する中、買い替え促進を図るなどの需要掘り起こしに注

  力し、海外においては、アジアの新興国に対して積極的な営業活動を展開したものの、欧米で市場が大きく冷え込 

  み、厳しい事業環境となりました。 

   その結果当事業の業績は、売上高１２億２千２百万円（前年同期比１１％減）、営業利益３億２千８百万円（同 

  １３％減）となりましたが、営業利益率は依然高水準を維持しました。 

  

  

 ２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期末における総資産は、１，５０１億３千５百万円であり、前連結会計年度末に比べて４億６千万円の

増加となりました。このうち、流動資産は１，１４４億７千万円となり、９億２千３百万円増加しました。これは主

に、営業活動によるキャッシュ・フローの改善により預け金が増加したことによるものです。 

 負債は、４０５億１千３百万円であり、１億２千５百万円減少しました。これは主に、生産減により支払手形及び

買掛金が減少したことによるものです。 

 純資産は、１，０９６億２千１百万円であり、５億８千５百万円増加しました。これは主に、為替変動により為替

換算調整勘定が増加したことによるものです。 

(2)キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュフローについては、仕入債務の減少２９億２千９百万円などがあったものの、売上債権

の減少１７億３百万円、棚卸資産の減少７億５千３百万円などにより、１１億５千９百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローについては、設備投資などにより、２億７千２百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローについては、配当金６億１千２百万円の支払などがあったものの、短期借入金の

増加１２億９千５百万円などにより、６億４千９百万円の収入となりました。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年度末残高から１９億７千７百万円増加し、１８６億６千

６百万円となりました。 

  

  

 ３．連結業績予想に関する定性的情報  

  当面の経済環境をみますと、世界同時不況の中、各国政府のとった景気対策の効果により、一部地域でようやく

回復の兆しが見え始めたところが出てまいりました。しかしながら、この景気回復傾向が広い地域で本格化するのに
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（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日） 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  8,736  12,620

預け金  9,929  4,068

受取手形及び売掛金  38,510  38,837

たな卸資産  51,874    51,801

繰延税金資産  4,954  5,365

その他 4,375 4,834 

貸倒引当金 △1,379 △1,102

流動資産合計  117,000  116,425

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額）  12,179  12,239

機械装置及び運搬具（純額）  6,164  6,325

土地  3,437  3,427

その他（純額）  1,991  2,043

有形固定資産合計  23,773  24,035

無形固定資産 

のれん  5,232  5,278

その他  2,093  2,118

無形固定資産合計  7,325  7,396

投資その他の資産 

投資有価証券  962  971

従業員に対する長期貸付金  414  445

繰延税金資産  1,025  1,032

その他  2,166  2,248

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計  4,565  4,695

固定資産合計  35,664  36,127

資産合計  152,665  152,553
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  （１）四半期連結貸借対照表 

  

  （単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日） 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  8,736  12,620

預け金  9,929  4,068

受取手形及び売掛金  34,695  35,404

たな卸資産  52,872  52,153

繰延税金資産  5,199  5,528

その他 4,375 4,834 

貸倒引当金 △1,337 △1,062

流動資産合計  114,470  113,547

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額）  12,179  12,239

機械装置及び運搬具（純額）  6,164  6,325

土地  3,437  3,427

その他（純額）  1,991  2,043

有形固定資産合計  23,773  24,035

無形固定資産 

のれん  5,232  5,278

その他  2,093  2,118

無形固定資産合計  7,325  7,396

投資その他の資産 

投資有価証券  962  971

従業員に対する長期貸付金  414  445

繰延税金資産  1,025  1,032

その他  2,166  2,248

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計  4,565  4,695

固定資産合計  35,664  36,127

資産合計  150,135  149,675
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  （単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日） 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  9,359  11,374

短期借入金  15,588  14,194

未払費用  6,722  6,792

未払法人税等  758  696

役員賞与引当金  21  83

その他  3,165  3,438

流動負債合計  35,616  36,579

固定負債 

退職給付引当金  3,081  3,101

役員退職慰労引当金  411  401

その他  199  194

固定負債合計  3,692  3,697

負債合計  39,308  40,277

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,556  21,555

利益剰余金  93,761  94,116

自己株式 △13,640 △13,642

株主資本合計  119,490  119,843

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金  10 △21

繰延ヘッジ損益 △7 △9

為替換算調整勘定 △7,116 △8,508

評価・換算差額等合計 △7,113 △8,539

少数株主持分  979  972

純資産合計  113,356  112,275

負債純資産合計  152,665 152,553
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  （単位：百万円）

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成21年３月31日） 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  9,427  11,374

短期借入金  16,213  14,194

未払費用  6,735  6,804

未払法人税等  758  696

役員賞与引当金  21  83

その他  3,665  3,788

流動負債合計  36,821  36,941

固定負債 

退職給付引当金  3,081  3,101

役員退職慰労引当金  411  401

その他  199  194

固定負債合計  3,692  3,697

負債合計  40,513  40,639

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,556  21,555

利益剰余金  89,791  90,506

自己株式 △13,640 △13,642

株主資本合計  115,520  116,233

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金  10 △21

繰延ヘッジ損益 △7 △9

為替換算調整勘定 △6,880 △8,138

評価・換算差額等合計 △6,878 △8,169

少数株主持分  979  972

純資産合計  109,621  109,036

負債純資産合計  150,135  149,675
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（２）四半期連結損益計算書

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

売上高  40,834  28,287

売上原価  23,193  17,547

売上総利益  17,641  10,740

販売費及び一般管理費  12,295  9,888

営業利益  5,345  851

営業外収益 

受取利息  114  54

受取配当金  19  9

為替差益  73  27

不動産賃貸料  135  141

貸倒引当金戻入額  2  1

その他  54  35

営業外収益合計  398  269

営業外費用 

支払利息  200  101

持分法による投資損失  3  4

固定資産除却損  7  14

不動産賃貸費用  73  71

その他  48  50

営業外費用合計  334  241

経常利益  5,409  879

特別利益 

投資有価証券売却益 －  93

特別利益合計 －  93

税金等調整前四半期純利益  5,409  972

法人税等  1,774  716

少数株主利益  32  2

四半期純利益  3,602  253
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  （２）四半期連結損益計算書  

   （第１四半期連結累計期間） 

  

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

売上高  39,934  27,177

売上原価  22,587  16,786

売上総利益  17,347  10,391

販売費及び一般管理費  12,304  9,888

営業利益  5,042  502

営業外収益 

受取利息  114  54

受取配当金  19  9

為替差益  73  27

不動産賃貸料  135  141

貸倒引当金戻入額  2  1

その他  54  35

営業外収益合計  398  269

営業外費用 

支払利息  200  101

持分法による投資損失  3  4

固定資産除却損  7  14

不動産賃貸費用  73  71

その他  48  50

営業外費用合計  334  241

経常利益  5,106  530

特別利益 

投資有価証券売却益 －  93

特別利益合計 －  93

特別損失    

 付加価値税修正損 147  92

 特別損失合計 147  92

税金等調整前四半期純利益  4,959  531

法人税等  1,647  635

少数株主利益  32  2

四半期純利益又は四半期純損失(△)  3,279 △106
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  5,409  972

減価償却費  1,100  968

退職給付引当金の増減額（△は減少） △72  44

受取利息及び受取配当金 △133 △63

支払利息  200  101

売上債権の増減額（△は増加） △93  1,473

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,933  1,351

仕入債務の増減額（△は減少） △503 △2,996

未払金の増減額（△は減少） △338 △703

未払費用の増減額（△は減少）  178  656

その他 △499  501

小計  1,312  2,307

利息及び配当金の受取額  133  63

利息の支払額 △202 △100

特別退職金の支払額 － △391

法人税等の支払額 △5,370 △109

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,126  1,770

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の売却による収入 －  149

有形固定資産の取得による支出 △598 △386

有形固定資産の売却による収入  9  25

無形固定資産の取得による支出 △140 △103

事業譲受による支出 △156 －

その他  53  43

投資活動によるキャッシュ・フロー △831 △272

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  1,221  683

自己株式の取得による支出 △1,319 △0

自己株式の売却による収入  39  3

配当金の支払額 △1,514 △612

その他 △3 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,576  38

現金及び現金同等物に係る換算差額 △389  440

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,924  1,977

現金及び現金同等物の期首残高  29,718  16,688

現金及び現金同等物の四半期末残高  22,793  18,666
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  （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

    

（単位：百万円）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  4,959  531

減価償却費  1,100  968

退職給付引当金の増減額（△は減少） △72  44

受取利息及び受取配当金 △133 △63

支払利息  200  101

売上債権の増減額（△は増加）  507  1,703

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,207  753

仕入債務の増減額（△は減少） △503 △2,929

未払金の増減額（△は減少） △338 △703

未払費用の増減額（△は減少）  178  656

その他 △378  633

小計  1,312  1,695

利息及び配当金の受取額  133  63

利息の支払額 △202 △100

特別退職金の支払額 － △391

法人税等の支払額 △5,370 △109

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,126  1,159

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の売却による収入 －  149

有形固定資産の取得による支出 △598 △386

有形固定資産の売却による収入  9  25

無形固定資産の取得による支出 △140 △103

事業譲受による支出 △156 －

その他  53  43

投資活動によるキャッシュ・フロー △831 △272

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  1,221  1,295

自己株式の取得による支出 △1,319 △0

自己株式の売却による収入  39  3

配当金の支払額 △1,514 △612

その他 △3 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,576  649

現金及び現金同等物に係る換算差額 △389  440

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,924  1,977

現金及び現金同等物の期首残高  29,718  16,688

現金及び現金同等物の四半期末残高  22,793  18,666
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 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電動工具事業の割合が、いずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略している。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

(注) １．事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して、電動工具、ライフサイエンス機器に区分している。 

２．各事業区分の主要製品 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス機器

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高  27,065  1,222  28,287  ―  28,287

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― (―) ― 

計  27,065  1,222  28,287 (―)  28,287

 営業利益  523  328  851 (―)  851

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、墨出し機 、 

アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品）  

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用遠心機 
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  （４）継続企業の前提に関する注記 

     該当事項はありません。  

  

  （５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電動工具事業の割合が、いずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略している。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

(注) １．事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して、電動工具、ライフサイエンス機器に区分している。 

２．各事業区分の主要製品 

  

  
電動工具 

(百万円) 

ライフ 

サイエンス機器

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

 売上高           

 (1) 外部顧客に対する売上高  25,955  1,222  27,177  ―  27,177

 (2) セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
― ― ― (―) ― 

計  25,955  1,222  27,177 (―)  27,177

 営業利益  174  328  502 (―)  502

  主要製品 

電動工具 

金工用電動工具、木工用電動工具、コードレス工具、建設用電動工具、 

空気工具（釘打機・ネジ打機・釘打機用コンプレッサ）、木工機械、 

エンジン工具、園芸用工具、家庭用電動工具、集じん機、墨出し機 、 

アクセサリ（ダイヤモンド工具、その他消耗部品）  

ライフサイエンス機器 超遠心機、冷却遠心機、小形遠心機、生産用遠心機 
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前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

  

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 11,930  2,832  16,982  7,261  1,827  40,834  －  40,834

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 9,873  12,906  101  16  －  22,898 (22,898)  －

計  21,803  15,739  17,083  7,278  1,827  63,732 (22,898)  40,834

営業利益  3,944  1,464  464 78  107  6,058 (713)  5,345

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 9,633  1,906  10,066  5,392  1,289  28,287  －  28,287

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 3,983  7,831  20  56  －  11,891 (11,891)  －

計  13,616  9,738  10,086  5,449  1,289  40,179 (11,891)  28,287

営業利益  14  714 (553) (420)  16 (227)  1,079  851
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〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

  

  

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 11,930  2,832  16,082  7,261  1,827  39,934  －  39,934

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 9,873  12,906  101  16  －  22,898 (22,898)  －

計  21,803  15,739  16,183  7,278  1,827  62,832 (22,898)  39,934

営業利益  3,944  1,464  256 78  107  5,850 (808)  5,042

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 9,633  1,969  8,893  5,392  1,289  27,177  －  27,177

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 3,983  7,831  20  56  －  11,891 (11,891)  －

計  13,616  9,800  8,914  5,449  1,289  39,069 (11,891)  27,177

営業利益  14  739 (842) (420)  16 (491)  994  502
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前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国、ロシア 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

  （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

     該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,847  17,159  8,097  2,104  30,209

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          40,834

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.0  42.0  19.8  5.2  74.0

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,046  10,259  5,606  1,456  19,369

Ⅱ 連結売上高（百万円）          28,287

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.2  36.3  19.8  5.2  68.5
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〔海外売上高〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国、ロシア 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

  

   （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

      該当事項はありません。 

  

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,847  16,259  8,097  2,104  29,309

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          39,934

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.1  40.7  20.3  5.3  73.4

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,108  9,087  5,606  1,456  18,259

Ⅱ 連結売上高（百万円）          27,177

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.8  33.4  20.6  5.4  67.2
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